
国道１２号は、札幌市を起点に道北の中核都市である旭川
市に至る約１４５ｋｍの幹線道路であり、道央圏と道北圏を
結ぶ重要な路線です。
この道路は、北海道開拓と同時に設置された樺戸集治監の

囚人により建設され、当時の工事の復命書には「成可（なる
べく）直線路に為すを主とし」と記載されたことから、意図
した直線路として誕生しました。
平成２年に改修工事を経て、滝川市、砂川市、奈井江町、

美唄市の３市１町に跨がる日本一長い２９．２ｋｍの直線区
間を有する国道となりました。
また、全国２位の流域面積を誇る石狩川は、国道１２号と

並行して北海道南西部の平野を縦断する大河であり、泥炭地
の改良により広大な稲作地域を潤しています。

この地域は、国内有数の産炭地として北海道開拓や日本の近代化を支えてきましたが、エネルギー政策
の転換により、１９９０年代には全ての炭鉱が閉山し、他の地域よりも先に人口減少を経験しました。
徐々に活力を失いつつある地域の活性化と就学や就職をきっかけに地元を離れる子供たちが「いつかまた
帰る場所」として、いつまでも思い続けられる郷土づくり目指し奈井江町の町花を国道に植栽したのがこ
の取組のはじまりです。
当初はボランティア活動が中心でしたが、ＮＰＯ法人化に合わせて公共施設の指定管理事業の受託へと

広がり、直線道路の中間地点にある「道の駅ハウスヤルビ奈井江」を拠点とした、習字教室の開催や夏休
みのラジオ体操、自転車交通安全教室など地元住民や道路利用者から求められるものとなっています。

地域の愛着を深める取組として、団体発足当初か
ら１７年間継続している国道の美化清掃活動は、サ
ポーターとなっている地域の高齢者たちが中心とな
りコミュニティをつくり次世代を担う子供たちと一
緒に活動を進めています。
人口減少や高齢化の進行など、地域が抱える課題

の解決に向け、沿線の３市１町のみならず活動に賛
同する多くの支援を受けながら、時世にあった取組
を次々と展開させる姿勢は、まさに広域での連携の
効果の証左と言えます。

このたびの国土交通大臣表彰に際しまして、格
別のご愛顧を賜り厚くお礼を申しあげます。
今回の栄誉を授けられましたのも、活動に賛同

していただいた多くの皆様方のご支援とご協力の
おかげと存じ、深く感謝しております。子供達が
自慢できる郷土を目指し、続けてきた活動を評価
していただき、私どもの大きな自信になりました。
今後も、地域の皆様と一緒に次世代に繋ぐ活動

を盛り上げて行きたいと考えております。

• 国道のVSP活動としての歩道の美化清掃
• クリーンファームとして、基盤産業である水田へ
ハーブの植栽や、田植え稲刈り体験などを実施

• 「道の駅ハウスヤルビ奈井江」の施設を利用した
習字教室の開催

• 「道の駅ハウスヤルビ奈井江」にて、夏休みラジ
オ体操、自転車交通安全教室の開催

• 町施設を利用し、幅広い年齢層に向けたスポーツ教
室の開催

平成 15 年 日本一直線道まちづくり研究会設立
以後、多種多様な活動を継続中

北海道 奈井江町
特定非営利活動法人 日本一直線道まちづくり研究会

●所在地：北海道空知郡奈井江町字奈井江748番地118
●活動主体及び連絡先：特定非営利活動法人 日本一直線道まちづくり研究会

（０１２５－６５－５７２２）
●社会資本：一般国道１２号･一級河川石狩川
※管理者：国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部

大河石狩川に並ぶ、日本一の直線国道
～日本一の直線が紡ぐ地域の繋がりと次世代への思い～

1 社会資本の概要

2 取組の背景、取組概要と創意･工夫

3 活動の成果や波及効果等
喜びの声

コメント

活動の内容

活動の経歴

直線道路の中間地点にある
「道の駅ハウスヤルビ奈井江」

町の花「へメロカリス」の
植栽の様子

日本一の直線道路
日本一の直線道路となるまでの沿革が、起点と終点のモニュメント
にあります

道の駅施設内に再現した
大正時代の古民家

習字教室の様子

国道１２号の歩道の
美化清掃活動の様子

スポーツ教室開催の様子自転車交通安全教室の様子

夏休みラジオ体操に集まる
子供たち

用水路へのハーブの
植栽の様子

受賞者名（特定非営利活動法人 日本一直線道まちづ
くり研究会 理事長 工藤克彦）
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